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応⽤例・⽤途

１．⽬的
現在、点字書籍はパソコンを使った点訳が主流であるが、パソコンが普及する以前

の点字書籍は原本以外は存在しない。点字は指先で触れるため、凸点が劣化し触読が
困難になる。また、経年劣化の問題も起こるため、原本しか存在しない点字古書は、
何らかの複製を作成しないと、将来的には読めなくなる可能性がある。点字古書を
バックアップすべく電⼦化を⾏えば、点訳書籍が抱える保管場所の問題も解消される。
本研究では、容易に点字古書を電⼦化できるツールを提供する。
２．概要
古書点字は、⼿打ちされた書籍、機械式で作成された書籍に分けられるが、いずれ

も１ページ単位で凸点を読み取る必要がある。本件では、光学的に点字の６点パター
ンを読み取り、⽇本語・英語・数式の墨字にまで変換する。墨字変換することで、点
字が読めない⽅でも容易にアーカイブ(電⼦化)できる。変換作業を⾏う際には、点字
情報のみならず墨字情報も付加し、昨今のトレンドである電⼦書籍(Epub)として保存
する。
３．効果
原本以外に存在しない点字古書を電⼦化できれば、劣化に対する問題を解決するば

かりではなく、保存スペースを要しない媒体としてアーカイブできる。

研究概要

点字古書 アーカイブ Epub(電⼦図書)

存在する点字古書は、時代によって変更される⽇本点字規則や英語点訳規則にそ
ぐわない書籍も存在する。現状の利⽤者が読めない規則では問題であるが、本ツー
ルの利⽤で、最新の点訳規則に従った校正も可能となる。応⽤⽬的を点字古書のみ
ではなく、最新の点訳書籍に使えば、数式が含まれる⽂書は、点字を墨字化しなが
ら編集できるエディタが存在しない。数式や２級英語点字を墨字化するツールとし
ても利⽤可能な道具となる。
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